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○

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）（
抄
）

第
一
章

総
則

（
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
関
す
る
一
般
概
括
主
義
）

第
四
条

行
政
庁
の
処
分
（
こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
を
除
く
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
次
条
及
び
第
六
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
及
び
他
の
法
律

に
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

国
会
の
両
院
若
し
く
は
一
院
又
は
議
会
の
議
決
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
処
分

二

裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
の
裁
判
に
よ
り
又
は
裁
判
の
執
行
と
し
て
行
わ
れ
る
処
分

三

国
会
の
両
院
若
し
く
は
一
院
若
し
く
は
議
会
の
議
決
を
経
て
、
又
は
こ
れ
ら
の
同
意
若
し
く
は
承
認
を
得
た
上
で
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
処
分

四

検
査
官
会
議
で
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
処
分

五

当
事
者
間
の
法
律
関
係
を
確
認
し
、
又
は
形
成
す
る
処
分
で
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
処
分
に
関
す
る
訴
え
に
お

い
て
そ
の
法
律
関
係
の
当
事
者
の
一
方
を
被
告
と
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

六

刑
事
事
件
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
き
、
検
察
官
、
検
察
事
務
官
又
は
司
法
警
察
職
員
が
行
う
処
分

七

国
税
又
は
地
方
税
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
、
国
税

庁
長
官
、
国
税
局
長
、
税
務
署
長
、
収
税
官
吏
、
税
関
長
、
税
関
職
員
又
は
徴
税
吏
員
（
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
れ
ら
の
職
員
の
職
務
を
行
う
者
を
含
む
。）
が
行
う
処
分

八

学
校
、
講
習
所
、
訓
練
所
又
は
研
修
所
に
お
い
て
、
教
育
、
講
習
、
訓
練
又
は
研
修
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

学
生
、
生
徒
、
児
童
若
し
く
は
幼
児
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
保
護
者
、
講
習
生
、
訓
練
生
又
は
研
修
生
に
対
し
て
行
わ
れ
る

処
分
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九

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
、
拘
置
所
、
留
置
施
設
、
海
上
保
安
留
置
施
設
、
少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
又
は
婦
人
補
導
院

に
お
い
て
、
収
容
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
処
分

十

外
国
人
の
出
入
国
又
は
帰
化
に
関
す
る
処
分

十
一

専
ら
人
の
学
識
技
能
に
関
す
る
試
験
又
は
検
定
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分

２

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
処

分
に
つ
き
、
別
に
法
令
で
当
該
処
分
の
性
質
に
応
じ
た
不
服
申
立
て
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
五
条

行
政
庁
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
次
の
場
合
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

処
分
庁
に
上
級
行
政
庁
が
あ
る
と
き
。
た
だ
し
、
処
分
庁
が
主
任
の
大
臣
又
は
宮
内
庁
長
官
若
し
く
は
外
局
若
し
く

は
こ
れ
に
置
か
れ
る
庁
の
長
で
あ
る
と
き
を
除
く
。

二

前
号
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
法
律
（
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
含
む
。
）
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
と
き
。

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
第
一
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
律
（
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
含
む
。
）

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
処
分
庁
の
直
近
上
級
行
政
庁
に
、
同
項
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

法
律
又
は
条
例
に
定
め
る
行
政
庁
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

手
続

（
執
行
停
止
）

第
三
十
四
条

審
査
請
求
は
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
を
妨
げ
な
い
。

２

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
で
あ
る
審
査
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職

権
で
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
そ
の
他
の
措
置
（
以
下
「
執
行
停
止
」
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と
い
う
。）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
以
外
の
審
査
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
処
分

庁
の
意
見
を
聴
取
し
た
う
え
、
執
行
停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の

続
行
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
以
外
の
措
置
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
人
の
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に

よ
り
生
ず
る
重
大
な
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
執
行
停
止
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
処
分
の
執
行
若
し
く
は
手
続
の

続
行
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
み
え
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

審
査
庁
は
、
前
項
に
規
定
す
る
重
大
な
損
害
を
生
ず
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
損
害
の
回
復
の
困
難
の

程
度
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
損
害
の
性
質
及
び
程
度
並
び
に
処
分
の
内
容
及
び
性
質
を
も
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
、
処
分
の
効
力
の
停
止
は
、
処
分
の
効
力
の
停
止
以
外
の
措
置
に
よ
つ
て

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

７

執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
す
み
や
か
に
、
執
行
停
止
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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○

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
（
抄
）

第
二
条

埋
立
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十

二
条
の
十
九
第
一
項
ノ
指
定
都
市
ノ
区
域
内
ニ
於
テ
ハ
当
該
指
定
都
市
ノ
長
以
下
同
ジ
）
ノ
免
許
ヲ
受
ク
ヘ
シ

２

前
項
ノ
免
許
ヲ
受
ケ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
国
土
交
通
省
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
シ
タ
ル
願
書
ヲ
都
道
府
県

知
事
ニ
提
出
ス
ベ
シ

一

氏
名
又
ハ
名
称
及
住
所
並
法
人
ニ
在
リ
テ
ハ
其
ノ
代
表
者
ノ
氏
名
及
住
所

二

埋
立
区
域
及
埋
立
ニ
関
ス
ル
工
事
ノ
施
行
区
域

三

埋
立
地
ノ
用
途

四

設
計
ノ
概
要

五

埋
立
ニ
関
ス
ル
工
事
ノ
施
行
ニ
要
ス
ル
期
間

３

前
項
ノ
願
書
ニ
ハ
国
土
交
通
省
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
左
ノ
図
書
ヲ
添
附
ス
ベ
シ

一

埋
立
区
域
及
埋
立
ニ
関
ス
ル
工
事
ノ
施
行
区
域
ヲ
表
示
シ
タ
ル
図
面

二

設
計
ノ
概
要
ヲ
表
示
シ
タ
ル
図
書

三

資
金
計
画
書

四

埋
立
地
（
公
用
又
ハ
公
共
ノ
用
ニ
供
ス
ル
土
地
ヲ
除
ク
）
ヲ
他
人
ニ
譲
渡
シ
又
ハ
他
人
ヲ
シ
テ
使
用
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヲ
主
タ
ル
目
的
ト
ス
ル
埋
立
ニ
在
リ
テ
ハ
其
ノ
処
分
方
法
及
予
定
対
価
ノ
額
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面

五

其
ノ
他
国
土
交
通
省
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
図
書

第
四
条

都
道
府
県
知
事
ハ
埋
立
ノ
免
許
ノ
出
願
左
ノ
各
号
ニ
適
合
ス
ト
認
ム
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
埋
立
ノ
免
許
ヲ
為
ス

コ
ト
ヲ
得
ズ

一

国
土
利
用
上
適
正
且
合
理
的
ナ
ル
コ
ト

二

其
ノ
埋
立
ガ
環
境
保
全
及
災
害
防
止
ニ
付
十
分
配
慮
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
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三

埋
立
地
ノ
用
途
ガ
土
地
利
用
又
ハ
環
境
保
全
ニ
関
ス
ル
国
又
ハ
地
方
公
共
団
体
（
港
務
局
ヲ
含
ム
）
ノ
法
律
ニ
基
ク

計
画
ニ
違
背
セ
ザ
ル
コ
ト

四

埋
立
地
ノ
用
途
ニ
照
シ
公
共
施
設
ノ
配
置
及
規
模
ガ
適
正
ナ
ル
コ
ト

五

第
二
条
第
三
項
第
四
号
ノ
埋
立
ニ
在
リ
テ
ハ
出
願
人
ガ
公
共
団
体
其
ノ
他
政
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
者
ナ
ル
コ
ト
並
埋
立

地
ノ
処
分
方
法
及
予
定
対
価
ノ
額
ガ
適
正
ナ
ル
コ
ト

六

出
願
人
ガ
其
ノ
埋
立
ヲ
遂
行
ス
ル
ニ
足
ル
資
力
及
信
用
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

２

前
項
第
四
号
及
第
五
号
ニ
掲
グ
ル
事
項
ニ
付
必
要
ナ
ル
技
術
的
細
目
ハ
国
土
交
通
省
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

３

都
道
府
県
知
事
ハ
埋
立
ニ
関
ス
ル
工
事
ノ
施
行
区
域
内
ニ
於
ケ
ル
公
有
水
面
ニ
関
シ
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
第

一
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
ノ
外
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
場
合
ニ
非
ザ
レ
バ
埋
立
ノ
免
許
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

一

其
ノ
公
有
水
面
ニ
関
シ
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
埋
立
ニ
同
意
シ
タ
ル
ト
キ

二

其
ノ
埋
立
ニ
因
リ
テ
生
ス
ル
利
益
ノ
程
度
カ
損
害
ノ
程
度
ヲ
著
シ
ク
超
過
ス
ル
ト
キ

三

其
ノ
埋
立
カ
法
令
ニ
依
リ
土
地
ヲ
収
用
又
ハ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
事
業
ノ
為
必
要
ナ
ル
ト
キ

第
四
十
二
条

国
ニ
於
テ
埋
立
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
当
該
官
庁
都
道
府
県
知
事
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ヘ
シ

２

埋
立
ニ
関
ス
ル
工
事
竣
功
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
該
官
庁
直
ニ
都
道
府
県
知
事
ニ
之
ヲ
通
知
ス
ヘ
シ

３

第
二
条
第
二
項
及
第
三
項
、
第
三
条
乃
至
第
十
一
条
、
第
十
三
条
ノ
二
（
埋
立
地
ノ
用
途
又
ハ
設
計
ノ
概
要
ノ
変
更
ニ

係
ル
部
分
ニ
限
ル
）
乃
至
第
十
五
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
七
条
並
第
四
十
四
条
ノ
規
定
ハ
第
一
項
ノ
埋
立
ニ
関
シ
之

ヲ
準
用
ス
但
シ
第
十
三
条
ノ
二
ノ
規
定
ノ
準
用
ニ
依
リ
都
道
府
県
知
事
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
キ
場
合
ニ
於
テ
ハ
之
ニ
代
ヘ
都

道
府
県
知
事
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
第
十
四
条
ノ
規
定
ノ
準
用
ニ
依
リ
都
道
府
県
知
事
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
キ
場
合
ニ
於
テ
ハ
之
ニ

代
ヘ
都
道
府
県
知
事
ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第
五
十
一
条

本
法
ノ
規
定
ニ
依
リ
地
方
公
共
団
体
ガ
処
理
ス
ル
コ
ト
ト
サ
レ
タ
ル
事
務
ノ
内
左
ニ
掲
グ
ル
モ
ノ
ハ
地
方
自

治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
ニ
規
定
ス
ル
第
一
号
法
定
受
託
事
務
ト
ス

一

第
二
条
第
一
項
及
第
二
項
（
第
四
十
二
条
第
三
項
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
、
第
三
条
第
一
項
乃
至
第
三
項
（
第
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十
三
条
ノ
二
第
二
項
及
第
四
十
二
条
第
三
項
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
ノ
二
第
一
項
（
第

四
十
二
条
第
三
項
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
、
第
十
四
条
第
一
項
（
第
四
十
二
条
第
三
項
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合

ヲ
含
ム
）
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
（
竣
功
認
可
ノ
告
示
ニ
係
ル
部
分
ニ

限
ル
）
、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
（
第
三
十
六
条
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、

第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
（
第
三
十
六
条
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
、
第
四
十
二
条
第
一
項
並
第
四
十
三
条
ノ

規
定
ニ
依
リ
都
道
府
県
又
ハ
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
ノ
指
定
都
市
ガ
処
理
ス
ル
コ
ト
ト
サ
レ
タ

ル
事
務

二

第
十
四
条
第
三
項
（
第
四
十
二
条
第
三
項
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
ノ
規
定
ニ
依
リ
市
町
村
ガ
処
理
ス
ル
コ

ト
ト
サ
レ
タ
ル
事
務


